
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4
主体的に学び合う姿の表出、視点に基づいた授業実施の
状況７５％以上

4
教員・保護者アンケート、児童の教育心理検査等で肯定
的回答７５％以上

3
主体的に学び合う姿の表出、視点に基づいた授業実施の
状況６５％以上

3
教員・保護者アンケート、児童の教育心理検査等で肯定
的回答６５％以上

2
主体的に学び合う姿の表出、視点に基づいた授業実施の
状況６０％以上

2
教員・保護者アンケート、児童の教育心理検査等で肯定
的回答６０％以上

1
主体的に学び合う姿の表出、視点に基づいた授業実施の
状況６０％未満

1
教員・保護者アンケート、児童の教育心理検査等で肯定
的回答６０％未満

4 校内委員会に基づいた支援体制の実施状況７０％以上 4 教員・保護者アンケートの肯定的回答７０％以上

3 校内委員会に基づいた支援体制の実施状況６５％以上 3 教員・保護者アンケートの肯定的回答６５％以上

2 校内委員会に基づいた支援体制の実施状況６０％以上 2 教員・保護者アンケートの肯定的回答６０％以上

1 校内委員会に基づいた支援体制の実施状況６０％未満 1 教員・保護者アンケートの肯定的回答６０％未満

4 指導体制の工夫やＯＪＴの実施状況８０％以上 4 教員・保護者アンケートの肯定的回答８０％以上

3 指導体制の工夫やＯＪＴの実施状況７０％以上 3 教員・保護者アンケートの肯定的回答７０％以上

2 指導体制の工夫やＯＪＴの実施状況６０％以上 2 教員・保護者アンケートの肯定的回答６０％以上

1 指導体制の工夫やＯＪＴの実施状況６０％未満 1 教員・保護者アンケートの肯定的回答６０％未満

4 各取組の実施状況８０％以上 4 不登校・いじめの出現の減少１５％以上（前年比）

3 各取組の実施状況７０％以上 3 不登校・いじめの出現の減少１０％以上（前年比）

2 各取組の実施状況６０％以上 2 不登校・いじめの出現の減少５％以上（前年比）

1 各取組の実施状況６０％未満 1 不登校・いじめの出現の減少５％未満（前年比）

4 各取組の実施・改善状況７０％以上 4 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答７０％以上

3 各取組の実施・改善状況６５％以上 3 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答６５％以上

2 各取組の実施・改善状況６０％以上 2 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答６０％以上

1 各取組の実施・改善状況６０％未満 1 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答６０％未満

4 安全指導等の取組の実施状況８０％以上 4 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答８０％以上

3 安全指導等の取組の実施状況７０％以上 3 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答７０％以上

2 安全指導等の取組の実施状況６０％以上 2 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答６０％以上

1 安全指導等の取組の実施状況６０％未満 1 教員・保護者・児童アンケートの肯定的回答６０％未満

項目
学校関係者評価

取組目標 具体的方策

令和６年度　墨田区立第三寺島小学校　学校経営計画・経営報告書（自己評価・学校関係者評価）
作成者　校長　関口　亮治

学校教育目標

目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

○じょうぶな体をつくる子　　　　　○進んで学ぶ子

○おたがいを大切にできる子　　　　○人のために働ける子

「子供が主役」の学校～子供たちの「学力向上」と「安心・安全」の保障～

・意欲的に運動し、自他の生命を大切にする。　・主体的に生き生きと活動する。

・思いやりと勇気を育む。　・他の幸せを自分の喜びにできる。

・子供の思いを受け止め、励まし続ける教師。・明るく優しく公平で知性的な教師。

分析 改善方策取組指標 成果指標

・高学年の教科担任制の取組
は、教員の専門性向上につな
がり、教員が実感することが
できた。学習指導力向上を図
る研修を計画的、効果的に実
施することができた。

・令和７年度の特別支援学級
開設に伴い、インクルーシブ
教育に関わる研修の機会を一
層充実させる必要がある。 A A

○特別な支援を必要とする子供に
対しての組織的な支援を行う。
①校内委員会の充実を図り、組織
的に見通しをもった指導・支援を
行う。

①毎月の校内委員会と毎週の生活
指導夕会で情報共有し、共通理解
に基づいて体制を整備し、支援を
進める。 4 4

・定期的な校内委員会に加
え、必要な時に校内委員会を
開き、情報共有、共通理解に
基づいてカウンセラー等とも
連携した支援体制を組織し
て、支援を進めた。

・研修等を積み重ね、児童理
解を深めたり、指導の手だて
を学んだりして、インクルー
シブ教育の充実に努める。 A A

①校内研究会において、研究主題
「主体的に学びに取り組む児童の
育成」に基づき、年４回の全体授
業研究会の他、一人１研究授業を
実施し、成果を特色ある教育実践
発表会で報告する。
②明確な発問・指示等の授業をす
る１０の視点を提示し、授業観察
を通して、指導・助言を行う。

○確かな学力を育てるために、分
かりやすい授業を実施する。
①主体的・対話的で深い学びの実
現に向けて授業改善を進める。
②分かる・できる・定着する・楽
しい授業を展開する。

・「『子供が主役の学校』
の実現に向けて、授業内容
や指導方法を工夫してい
る」の項目で、肯定的評価
が昨年度と比較して６ポイ
ント伸びた。AA

・児童の主体的な学びを一層
深めるために、次年度は対話
的な授業づくりを視点とし、
校内研究を進める。
・校内研究と併せて、授業改
善の視点を一層明確にして授
業の充実を図る。

・校内研究では、主体的に学
ぶための単元づくりを重点と
して取り組んだ。児童アン
ケートからは、「できた」
「分かった」という実感、他
と交流しての課題解決につい
て、高い肯定的な評価が得ら
れた。

33

・子供の困り感等の気持ち
に寄り添った指導を引き続
き、継続、充実させてい
く。

各
教
科
指
導
等

生
活
指
導
等

・特になし

○不登校・いじめ等の予防や解決
に向けた組織的な取組を行う。
①不登校・いじめの未然防止のた
めの指導の充実を図る。また、早
期発見、早期解決に取り組む。

①定期的ないじめ防止、不登校連
絡会、生活指導夕会での情報共有
に基づき組織的に早期対応の取組
を行う。
①改訂生徒指導提要の理解と活用
を進め、いじめ防止授業や研修会
を実施する。

3 3

・いじめ防止授業等、未然防
止の取組を計画的に行うとと
もに、校内での情報共有、対
応を組織的に行い、早期発
見、解決に努めた。

・改訂指導提要の趣旨である
「指導の基本は児童一人一人
の発達支援である」ことを大
切にし、教職員の理解を深
め、組織的な取組を一層進め
る。

A A

・多様性を認め合う、人権
を守り、尊重する授業、教
育活動を充実させていく。

○教員の指導力・授業力の向上の
ための組織的な取組等を行う。
①教科担任制・交換授業を推進
し、専門性の向上を図る。
②学習指導力等向上のための研修
会を行う。

①高学年は社会科と理科の教科担
任制、低・中学年は交換授業を実
施する。
②学習指導力、リスクマネジメン
ト、特別支援教育等、学校の実態
に応じた校内ＯＪＴを実施する。

3 3

○危機回避能力の育成や子供の安
全を確保するための取組等を行
う。
①安心・安全の知識、実践力を身
に付ける取組を充実させる。

①安全教育プログラム等を活用し
た安全指導を全学級で実施する。
SNS等の関わり方、セーフティ教
室等の実施を工夫する。肯定的、
受容的な温かい言葉の環境を整え
る。

4 3

・毎月の避難訓練では、想定
をより実際の場面に近づくよ
うに工夫して実施した。取組
を通して各学年の発達段階に
応じて安心・安全の知識・実
践力を身に付ける取組を充実
することができた。

・今年度は学習発表会で児童
が取組を発信する機会を創出
できたが、次年度以降も工夫
してつくっていく。心理的に
安心・安全な学級・学年づく
りを一層進めていく。

B B

○基本的な生活・社会習慣、人間
関係づくりのための心の教育等に
取り組む。
①望ましい生活行動を設定し、基
本的生活習慣の定着を図る。
②道徳教育の充実を図る。

①「三寺あいことば」等の望まし
い生活行動を各月、各週の生活目
標に設定し、取り組み、評価す
る。
②毎週の道徳授業の充実、改善を
進める。

3 2

・各月の目標、児童の生活の
様子から毎週の生活目標を設
定して取り組んだ。人間関係
づくりや社会・生活習慣につ
いて、道徳科や特別活動とも
関連して取り組んだ。

・毎週の生活目標の取組等、
PDCAサイクルを確立し、評価
を次の取組に生かすように
し、向上的変容を図る。 A A

・「学校は『あいさつ・返
事・靴そろえ・時間を守
る』等の基本的行動を身に
付けさせるために努力して
いる。」の項目で、肯定的
評価が1.5ポイントの伸びに
とどまっている。

・登下校の安全の徹底を図
るよう、検討を継続してい
く。

〇令和６年度 学校経営計画における重点内容

「子供が主役」の学校づくりの実現を目指し、次の点を重点に学校運営を進める。

（１）子供たちの学力向上を保障すること

基礎的・基本的な知識・技能等だけでなく、主体的に課題を周囲と協働して解決していく資質・能力を育む。

（２）子供たちの安全・安心を保障すること

子供たちが安心して過ごせる居場所としての役割を果たす。



評価 評価 自己評価 改善方策 意見等
項目

学校関係者評価
取組目標 具体的方策 分析 改善方策取組指標 成果指標

4 教育課程の進捗・実施状況８０％以上 4 教員アンケートの肯定的回答８０％以上

3 教育課程の進捗・実施状況７０％以上 3 教員アンケートの肯定的回答７０％以上

2 教育課程の進捗・実施状況６０％以上 2 教員アンケートの肯定的回答６０％以上

1 教育課程の進捗・実施状況６０％未満 1 教員アンケートの肯定的回答６０％未満

4 各調査結果等に基づいたＰＤＣＡサイクルの実施状況８０％以上 4 教員アンケートの肯定的回答８０％以上

3 各調査結果等に基づいたＰＤＣＡサイクルの実施状況７０％以上 3 教員アンケートの肯定的回答７０％以上

2 各調査結果等に基づいたＰＤＣＡサイクルの実施状況６０％以上 2 教員アンケートの肯定的回答６０％以上

1 各調査結果等に基づいたＰＤＣＡサイクルの実施状況６０％未満 1 教員アンケートの肯定的回答６０％未満

4 環境美化、ICT環境整備の状況８０％以上 4 保護者アンケートの肯定的回答８０％以上

3 環境美化、ICT環境整備の状況７０％以上 3 保護者アンケートの肯定的回答７０％以上

2 環境美化、ICT環境整備の状況６０％以上 2 保護者アンケートの肯定的回答６０％以上

1 環境美化、ICT環境整備の状況６０％未満 1 保護者アンケートの肯定的回答６０％未満

4 保護者、地域と連携した授業等の実施状況７０％以上 4 保護者・地域・教員アンケートの肯定的回答７０％以上

3 保護者、地域と連携した授業等の実施状況６５％以上 3 保護者・地域・教員アンケートの肯定的回答６５％以上

2 保護者、地域と連携した授業等の実施状況６０％以上 2 保護者・地域・教員アンケートの肯定的回答６０％以上

1 保護者、地域と連携した授業等の実施状況６０％未満 1 保護者・地域・教員アンケートの肯定的回答６０％未満

4 外部招へいの授業や異学年や幼稚園との交流活動の実施状況７０％以上 4 教員・児童アンケートの肯定的回答７０％以上

3 外部招へいの授業や異学年や幼稚園との交流活動の実施状況６５％以上 3 教員・児童アンケートの肯定的回答６５％以上

2 外部招へいの授業や異学年や幼稚園との交流活動の実施状況６０％以上 2 教員・児童アンケートの肯定的回答６０％以上

1 外部招へいの授業や異学年や幼稚園との交流活動の実施状況６０％未満 1 教員・児童アンケートの肯定的回答６０％未満

4 学校公開等の実施状況や学校情報の発信状況７０％以上 4 保護者・地域アンケートの肯定的回答７０％以上

3 学校公開等の実施状況や学校情報の発信状況６５％以上 3 保護者・地域アンケートの肯定的回答６５％以上

2 学校公開等の実施状況や学校情報の発信状況６０％以上 2 保護者・地域アンケートの肯定的回答６０％以上

1 学校公開等の実施状況や学校情報の発信状況６０％未満 1 保護者・地域アンケートの肯定的回答６０％未満

学
校
の
管
理
運
営

○経営方針に基づいた、組織的な
教育活動・学校運営等を行う。
①各教員が学校経営方針に基づい
た目標設定をし、教育課程に基づ
いて学校運営を行う。

①教員一人一人が適切な目標設定
を行い、学校運営に参画する。
①校長、副校長、副園長、主幹教
諭、教務主任で経営会議を毎日行
い、職務の遂行状況、進行管理を
確認する。

4 3

・教員一人一人が学校経営方
針に基づいて目標設定を行
い、各々の職務を遂行するこ
とができた。

・学校経営のビジョンをより
分かりやすく示すとともに、
学校運営により参画できる校
務分掌編成の工夫を行う。 A A

○子供の実態に合わせた教育目標
設定及び学校評価等を適切に行
う。
①適正なＰＤＣＡサイクルに基づ
いて学校運営を行う。

①各学習状況調査、生活アンケー
ト、アイ・チェック等の結果に基
づいて、学校運営の改善を進め
る。 3 3

・学習状況調査の結果から学
力向上を図るための計画を立
てて実践する等、適正なPDCA
サイクルに基づいて学校運営
の改善に努めた。

・次年度も適正なPDCAサイク
ルを基に、評価を生かした学
校運営の改善を進める。

A A

A A

・特になし。

・特になし。

・ICTの活用の仕方について
家庭との連携を深めてい
く。
・ICT活用と関連して、学習
習慣が身に付くように、家
庭学習の取り組み方を一層
工夫していく。

・子供の体験を地域・家
庭・学校と共に充実させて
いく連携を一層深めていき
たい。

・学年便り等の配付方法や
情報発信の方法を工夫した
ことで、情報がより伝わり
やすくなった。

○教育方針や日常の教育活動の様
子等を工夫して分かりやすく伝え
る取組等を行う。
①情報発信の方法を工夫するとと
もに回数を増やす。

①年３回の学校公開と保護者会や
年２回の個人面談の実施、ホーム
ページ等による情報発信を定期的
に行う。 4 4

・情報発信の電子化につい
て、保護者アンケートの肯定
的回答が96.7％で、昨年度よ
り16ポイント伸びた。

・情報発信の方法を一層工夫
し、保護者、地域に的確に学
校の様子が伝わるようにす
る。 A A

・特になし

・地域の協力を得て、地域か
ら学ぶ学習の充実等、保護
者、地域、学校運営連絡協議
会と連携を深めた教育活動を
一層進めることができた。

・連携した教育活動を継続
し、児童が地域を愛する心情
を一層育てていく。

○適切な教育活動が行える教育環
境・設備等を整える。
①安心・安全を第一に考えた環境
整備を行う。

①望ましい生活行動を身に付ける
取組と関連して、清掃等、校舎内
の美化を進める。
①一人１台タブレット等のICT活
用を進めるための整備を行う。

3 3

・ICT活用を推進するための
機材を購入し、教育環境の整
備を進め、学校環境を充実さ
せることができた。

・学力向上に資する視点、安
心・安全な居場所としての役
割を果たす視点で、教育環境
を一層見直し、改善を図る。

○社会的自立に向けた進路指導・
キャリア教育・相談活動等に取り
組む。
①外部人材を招いての授業や異学
年の交流を通して、児童が自己肯
定感を高める。

①外部人材を招いて授業を行い、
成果を発信する。
①異学年との交流活動を行う。
①併設幼稚園との連携を推進し、
交流活動を行う。

3

家
庭
・
地
域
連
携

○保護者や地域の理解や協力を得
た教育活動を行う。
①保護者、地域が参画する授業、
連携する授業の充実を図る。

①保護者、地域と連携した授業を
実施し、成果を発表する。
①学校園運営連絡協議会を通し
て、地域との連携を密にする。 3 3

A A

A A

3

・併設幼稚園との交流を工夫
し、相互に自信を深める機会
となった。
・外部人材を招いての授業で
は、学ぶ意欲が高まるととも
に、キャリア教育につながる
機会となった。

・９５周年を機会に始めた三
寺フェスティバルや異学年交
流をより一層工夫して取り組
み、児童の自己肯定感を高め
る機会とする。

〇令和６年度 学校経営報告のまとめ（総括）

・今年度の学習発表会では、教育内容のカリキュラムマネジメントを図り、地域との連携を深めた結果、児童が主体的に

取り組む姿が多く見られた。「子供が主役」の学校づくりをさらに深め、次年度は次の重点で「魅力ある学校」運営を進

める。

（１）学力向上の保障 （２）安心・安全に過ごせる居場所としての役割 （３）インクルーシブ教育の充実


